


52

長
期
間
使
用
し
な
い
と
き

シーズンオフなど、長期間使用しないときには、必ず以下の作業を行なってください。

7-1　燃料配管のバルブを操作する

油配管のバルブを閉じる
ハウスカオンキを長期間停止するときは、必ず油配管のバルブを閉じてください。バルブを開けたままにする
と、油漏れのおそれがあります。
油配管に逃がし管を設けていない場合は、油の熱膨張による配管の破損を防ぐため逃がし配管を設けてくだ
さい。詳細は設備工事業者にお問い合わせください。

準備する
	◎栽培のシーズンを終了するときは必ずＡ重油を使いきり、油配管のバルブを閉じてください。
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

油配管のバルブを閉じる

1	オイルタンクの送油バルブを閉じる

2	手元バルブを閉じる

3	注入コックを閉じる

4	エア抜きコックを閉じる

オイルタンク 送油バルブ

注入コック

手元バルブ
ハウスカオンキ

エア抜きコック

■�操作は完了です。	
運転を再開するときは、➡16ページ「4-2　燃料を供給する」➡28ページ「4-6　使用前の確認」
を行なってください。

7	 長期間使用しないとき
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7-2　ハウスカオンキを保管する

	 お願い
●�交換用のパッキンとノズルをご用意ください。�
詳細はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合わせくださ
い。

缶体をお手入れする
缶体にたまったすすやスラッジを取り除きます。栽培シーズン終了後、または栽培シーズン開始前に必ず年1
回お手入れしてください。
缶体やバーナーに損傷や異常を発見したときは、すぐにお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に
ご連絡ください。

準備する
	◎次のものが必要です。

　・ドライバー
　・掃�除具セット（オプション品） 

先端部品は、掃除棒に
取り付けて使用します。

　・取り除いたすすやスラッジを入れるもの
　・パッキン

	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

部品を取り外す

1	煙突を取り外す

2	蝶ボルト4本を緩め、煙室ガードを取り外す

掃除棒

ワイヤブラシ
金柄ワイヤブラシ

缶体すすかき具

煙管掃除具

ねじ込むねじ込む

蝶ボルト蝶ボルト

煙室ガード煙室ガード
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3�アイナット4個・煙室蓋・煙室バッフルを取り
外す

4�スクリュープレートをすべて取り出す

5�バーナーヒンジを開ける
アイナットを緩めてバーナーヒンジを開けます。

6�掃除口キャップを取り外す

■	次の手順に進んでください。

煙室蓋

アイナット
パッキン

煙室バッフル

スクリュープレートスクリュープレート

バーナーヒンジ
アイナット

掃除口キャップ

ねじ

パッキン
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…缶体内を掃除する
缶体にたまっているすすやスラッジを取り除きます。掃き出したすすやスラッジは産業廃棄物として処理してく
ださい。

1�煙管掃除具やワイヤブラシを使って、煙室・煙
管にたまっているすすやスラッジを燃焼室に押
し出す

2�缶体すすかき具を使って、燃焼室内にたまった
すすやスラッジを掃き出す

■次の手順に進んでください。

押し出す

掃き出す

煙管煙管
煙室煙室

燃焼室燃焼室
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部品を元の状態に取り付ける

1�掃除口キャップを取り付ける
ねじ3本で取り付けます。燃焼ガスが漏れない
ようにしっかりと締め付けてください。

2�バーナーヒンジを閉める
配線などを挟まないようにバーナーヒンジを閉
めた後、燃焼ガスが漏れないようにアイナットを
しっかりと締め付けてください。

注意

アイナットは、燃焼ガスが漏れないように締め付ける
燃焼ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面

ボルト面
ヒンジ安全スイッチは火災を防止する装置であり、燃焼ガス漏れを防止する装置で
はありません。➡70ページ「10-4　ヒンジ安全スイッチ」参照

3�スクリュープレートをすべて入れる

掃除口キャップ

ねじ

パッキン

アイナット
バーナーヒンジ

スクリュープレートスクリュープレート
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4	煙室バッフルを取り付ける
煙室バッフルのツメは、ハウスカオンキ本体の
内側まで入れます。

5	パッキン・煙室蓋を取り付ける
新しいパッキンを図のように煙室蓋に取り付け
ます。その後、煙室蓋をハウスカオンキ本体に
すき間がないよう取り付けます。排ガスが漏れ
ないようにアイナットをしっかりと締め付けてく
ださい。

注意

パッキンは必ず新しいものに交換する

パッキンが劣化すると、ハウス内に排ガスが漏れて事故を引き起こすおそれがありま
す。年1回のお手入れの際に、新しいものと交換してください。

アイナットは、排ガスが漏れないように締め付ける
排ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面アイナット面

ボルト面ボルト面

6	煙室ガードを取り付ける
蝶ボルトで取り付けます。

7	煙突を取り付ける
排ガス漏れがないように取り付けてください。➡工事説明書「7．煙突の施工」参照

■次の手順に進んでください。

ツメを内側に入れる

煙室バッフル

煙室蓋

煙室蓋裏側

アイナット

パッキン

煙室バッフル

蝶ボルト蝶ボルト

煙室ガード煙室ガード
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バーナーをお手入れする
バーナーのお手入れをしてください。➡48ページ「バーナーをお手入れする」参照
ノズルの交換を依頼してください。

注意
ノズルの交換はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に依頼する

交換しないままで使用したり、お客様ご自身で交換したりすると、機器故障、予想しな
い事故のおそれがあります。

制御盤を保管する
栽培シーズンが終了したら、制御盤はハウスカオンキ本体から取り外し、高温多湿を避け、ほこりがかからな
いように保管してください。

準備する
	◎次のものが必要です。 
・ドライバー 
・制御盤を保護するための袋または箱
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

運転データ「掃除までの残時間」をリセットする

1	電源スイッチを入れる
	◎電源ランプ（黄）が点灯します。
	◎液晶画面が表示されます。
	◎液晶画面に［停止］が表示されているこ
とを確認してください。

2	切替ボタンを押して、［掃除時間］を表
示させる

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常ON

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
掃 除 時 間 ： 2 9 7 2 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］
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3	リセットボタンを2秒以上押す
	◎データが消去されます。
	◎液晶画面に［掃除時間：3000ｈ］と表示
されます。
	◎ホーム画面に［掃除！！］と表示されてい
る場合は表示が消えます。

4	電源スイッチ・元電源を切る
	◎電源ランプ、液晶表示が消えます。

■�操作は完了です。安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。	
運転を再開するときは、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡28ページ「4-6　使用前の確認」を行なってく
ださい。

配線を取り外す

1	制御盤の扉を開ける
扉は制御盤下にあるパチン錠を外して開けます。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
掃 除 時 間 ： 3 0 0 0 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常
OFF

扉
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2	制御盤内の配線・コネクターを取り外す
電源線とアース、ハウスカオンキ本体に接続している配線を取り外します。
配線には、接続場所が分かるよう目印を付けることをおすすめします。
配線を取り外すときに緩めたねじは、紛失しないよう締め直してください。 
温度センサーは、線を束ねて制御盤の中にしまってください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

3	取り外した配線はそれぞれ束ね、水などがかかったり破損したりしないように処理する

■次の手順に進んでください。

制御盤を取り外す

1	通信ボックスを取り外す
取付用小窓を開け、通信ボックスと制御盤を固定している
ねじを2か所緩めて通信ボックスを取り外します。
ねじは紛失しないよう袋などに入れて保管してください。

2	制御盤を取り外す
制御盤固定ねじを4か所緩め、制御盤を取り外します。 
制御盤を取り外した後、固定ねじは紛失しないようにハウ
スカオンキ本体に締め直してください。

3	制御盤を袋や箱に入れて、ほこりがたまらないように保管する

■�作業は完了です。	
運転を再開するときは、元のとおりに制御盤・配線を取り付け、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡工事説
明書「11．試運転」を行なってください。

通信ボックス通信ボックス

ねじ

取付用小窓

電源 異常 リセット

切替
決定

運転

停止

点検 送風拡張

ホーム

制御盤固定ねじ制御盤固定ねじ
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ハウスカオンキ本体を保管する
栽培シーズンが終了したら、送風ダクトや煙突を取り外して、ほこりがかからないようにハウスカオンキを保
管してください。

	 お願い ●お手入れには技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所にお問い合わせください。

準備する
	◎次のものをご用意ください。 
・カオンキカバー（オプション品） 
・たる木 
・ひも
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

ハウスカオンキを保管する

1	送風ダクトと煙突を取り外す

2	エアセパレーターのドレン抜きプラグを抜き、
内部にたまったスラッジなどを排出する

3	油配管のバルブを閉じる
➡52ページ「7-1　燃料配管のバルブを操作する」参照

4	カオンキカバーをかける
ハウスカオンキの上にはたる木を入れてください。
たる木を入れずにカオンキカバーをかけると、保
管中に雨水や結露水がたまるおそれがあります。
カオンキカバーの裾は、ひもを使ってハウスカオ
ンキ本体に固定します。

■�作業は完了です。	
運転を再開するときは、元の状態にしてから、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡工事説明書「11．試運転」
を行なってください。

ドレン抜き
プラグ

エア
セパレーター
エア
セパレーター

カオンキカバー

たる木
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故障かなと思った場合は、次の内容を確認して処置してください。	
原因が分からないときや故障が確認されたときは、必ずお買い上げの販売店、またはお近くのネポン
営業所にお問い合わせください。

お知らせ
●取扱説明書の内容は、ハウスカオンキをお買い上げいただいた時点のものです。�
ソフトウェアのアップデートにより、機能や表示内容が一部変更される場合があり
ます。最新の内容につきましては、ネポンホームページをご確認ください。

8-1　症状から調べる

こんなとき 原因と対処方法

電
源

電源スイッチを入れても電源ラ
ンプが点灯しない

元電源は入っていますか？→元電源を入れてください

停電していませんか？
→�停電が復帰するまで使用を中止してください 

停電が復帰すると、ハウスカオンキが自動的に運転を再開します

電源配線は外れていませんか？ 
→�配線の確認が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポ

ン営業所に連絡してください

暖
房
・
送
風

暖房が始まらない

設定室温は適切ですか？ 
→設定室温を調整してください➡31ページ「室温を設定する」参照

温度センサーの設置場所は問題ありませんか？
→�現在室温を確認してください。問題がある場合は、現在室温を適切

に測定できる位置に、温度センサーを移動してください

ランプの点灯やエラーの表示はありませんか？
→�ランプ点灯・エラー表示している場合➡64ページ「8-2　表示か

ら調べる」参照

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

暖房が止まらない

設定室温は適切ですか？ 
→設定室温を調整してください➡31ページ「室温を設定する」参照

温度センサーの設置場所は問題ありませんか？ 
→�現在室温を確認してください。問題がある場合は、現在室温を適切

に測定できる位置に、温度センサーを移動してください

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

送風機が止まらない

燃焼停止直後の場合は異常ではありません。ハウスカオンキ内部の残
熱を放出するため、送風機は消火後6分間稼働し続けます

手動送風になっていませんか？ 
→送風ボタンを押して送風を停止してください

8	 故障・異常の見分けかたと処置方法
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こんなとき 原因と対処方法

煙

煙突から黒い煙が出る

燃料に対して燃焼空気が不足しています
①燃焼用空気取入口がふさがれていませんか？
　→�燃焼用空気取入口をふさぐものがないか確認してください
②バーナーや缶体内部にすすがたまり、汚れていませんか？
　→�次のお手入れをしてください 

バーナーのお手入れ➡48ページ「バーナーをお手入れする」参照 
缶体のお手入れ➡53ページ「缶体をお手入れする」参照

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

煙突から白い煙が出る 部品交換が必要です。使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所に連絡してください

ラ
ン
プ
・
表
示

ランプ・エラー表示が出ている エラーが発生しています➡64ページ「8-2　表示から調べる」参照

燃
料 A重油が漏れている

油漏れを確認したら 
①電源スイッチと元電源を切り、ハウスカオンキの使用を止めてください 
②油配管のバルブを閉じてください 
③�お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に連絡し、案内

に従って対応してください
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8-2　表示から調べる

ランプ・液晶画面表示を調べる
安全装置が働くと、ランプや液晶画面の表示でお知らせします。

 

表示

原因 処置異常�
ランプ�
（赤）

液晶画面

点灯

センサ異常!!
E-01 温度センサーが断線している

お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所にご連絡くださいセンサ異常!!

E-02 温度センサーが短絡している

要確認!! 機器に異常が発生している

不着火!!
E-08
E-18

火炎検出器が正しく取り付け
られていない

火炎検出器を取り付け直す➡46ページ「火炎
検出器をお手入れする」参照

A重油が機器に届いていない

①�オイルタンク・油配管を確認する 
➡16ページ

②�バーナーやオイルストレーナーの手入れをする 
➡48ページ・51 ページ

③�油配管のエア抜きをする➡17ページ
④�解決しない場合は、お買い上げの販売店、また

はお近くのネポン営業所にご連絡ください

燃焼用空気の量が適切では 
ない

①�燃焼空気取入口がふさがれていないか確認する
②�解決しない場合は、お買い上げの販売店、また

はお近くのネポン営業所にご連絡ください

火炎検出器が汚れている 火炎検出器をお手入れする➡46ページ

A重油に水や不純物が混じっ
ている

・�オイルタンクの水抜きをする
・�新しいA重油に交換する

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 燃 焼 ］
要 確 認 ! !

現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

異常ランプ異常ランプ
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表示

原因 処置異常�
ランプ�
（赤）

液晶画面

点灯

E-20

バーナーヒンジが開いている バーナーヒンジをしっかりと閉める➡70ページ

対震自動消火装置が作動した
①�機器の損傷や油漏れ、煙突の外れなど異常が

ないことを確認する
②�対震自動消火装置を復帰する➡69ページ

本体表面温度が異常に高い

①�温風吹出口や送風ダクトを正しく設置している
か確認する➡21ページ

②�本体の表面温度が下がるまで待つ。温度が下が
ると自動的に警報が解除されます

E-17
バーナーモーター、または送
風機モーターに過負荷が生じ
た

過負荷保護装置を復帰する➡71ページ

消灯

掃除!! 燃焼時間が3000時間を超えた 缶体をお手入れする➡53ページ

時計エラー
長期間電源を切っていた
通信障害により日時情報の取
得に失敗した

手動で日時を設定する➡31ページ

更新あり!! 未更新のソフトウェアアップデー
トがある ソフトウェアをアップデートする➡32ページ

復帰中!! 送風機の状態を確認している

送風機の稼働が始まると、自動的に［復帰中!!］
の表示が消えます
異常ランプが点灯した場合は、お買い上げの販売
店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください

高温警報!! 検出温度以上の室温が判定時間
継続している

ハウス内の遮光や換気で室温を下げる 
室温が高温警報の検出温度を下回ると［高温警報
!!］表示は消えます➡40ページ

低温警報!! 検出温度以下の室温が判定時間
継続している

カオンキなどハウス内の暖房設備を稼働させる 
室温が低温警報の検出温度を超えると［低温警報
!!］表示は消えます➡42ページ

■記載のない表示は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。
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エラー履歴を調べる
エラーが発生したときは、エラー履歴を確認することができます。	
お問い合わせ時に操作していただく場合があります。

	◎エラー履歴には最大16件が蓄積されます。すでに16件蓄積されているときに新たなエラーが加わると、
最も古いエラー履歴が消去されます。

1	点検ボタンを2秒以上押す
	◎エラー履歴番号と、エラーコード、エラー
発生日時、エラー内容が表示されます。

2	切替ボタンを押して、表示を切り替える
	◎エラー履歴が順番に表示されます。
	◎エラーの履歴がすべて表示された後は、
ハウスカオンキの状態が表示されます。

■ホームボタンを押して、ホーム画面に戻ります。

エラーコード エラー内容 エラーコード エラー内容

E-01 室温サーミスタ断線 E-18 途中失火不着火

E-02 室温サーミスタ短絡 E-19 ノズルヒータ昇温異常

E-03 ノズルサーミスタ断線 E-20 安全装置作動

E-04 ノズルサーミスタ短絡 E-40 AFD断線/逆接

E-05 ノズルヒータ系異常 E-41 AFD短絡

E-07 疑似燃焼 E-51(*) F1インバータ基板異常

E-08 不着火 E-52(*) F2インバータ基板異常

E-09 途中失火 E-53(*) F3インバータ基板異常

E-10 異常着火 E-60 地絡検出

E-11 AFD劣化 E-70 ダクトサーミスタ断線

E-14 着火遅れ E-75 ダクトサーミスタ短絡

E-15 マルチトライ異常 E-90(*) 内部故障

E-17 サーマルリレー作動 U-(*) 通信異常

＊　�エラーの発生原因などにより表示される番号・記号が異なります。 
お問い合わせの際には、表示された番号・記号もお伝えください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

2 0 2 3 / 1 0 / 1 5
E - 0 8

5 ： 0 0
〈 点 検 ・ エ ラ ー 履 歴 1 〉

不 着 火

エラー履歴番号エラー履歴番号

エラー内容エラー内容 エラーコードエラーコード

エラー発生日時
発生日（時間前／日前）と発生日時を
交互に表示

エラー発生日時
発生日（時間前／日前）と発生日時を
交互に表示
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9-1　停電が起きたときは
停電するとハウスカオンキは停止します。停電から復帰するとハウスカオンキは自動的に運転を再開します。
復帰後は念のため、ハウスカオンキやハウスカオンキと接続している機器に異常がないことを確認してくださ
い。

9-2　雷が鳴ったときは
大きな雷が発生することが予想され、雷の影響を受けずに元電源のある場所に移動して安全な場所に戻るこ
とができる場合は、事前に元電源を切ってください。
雷の影響がなくなったら、元電源を入れて運転を開始してください。

9-3　災害が起きたときは
地震や風水害などの災害によりハウスが倒壊するおそれがある場合は、ハウスに近づかないでください。
ハウスが倒壊するおそれがない場合は、機器の元電源を切り、燃料配管のバルブを閉めてください。
災害の影響がなくなったら、次の項目を確認してから運転を再開してください。

　ㅓ ハウスカオンキが水没・浸水していませんか
　ㅓ ハウスカオンキに水没・浸水の形跡はありませんか
　ㅓ ➡28ページ「4-6　使用前の確認」の項目をすべて満たしていますか

項目を満たしていない場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合わせください。

9	 こんなときは
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ハウスカオンキは次の安全装置を搭載しています。
安全装置が作動した場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

過熱防止装置ヒンジ安全スイッチ

火炎検出器

バーナーコントローラー
・

過負荷保護装置

バーナーコントローラー
・

過負荷保護装置

10-1　燃焼安全制御装置

機能
バーナーを安全に燃焼させるための装置で、ハウスカオンキでは火炎検出器とバーナーコントローラーを兼ね
備えています。次の機能があります。

　�・自動でバーナーを起動・停止する 
 ・正しい順序に従ってバーナーを起動させ、動作中の燃焼炎を監視する 
 ・バーナーが停止したとき、次の燃焼に備えて準備する

燃焼安全制御装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯し、液晶画面に［不
着火！！］が表示されます。

復帰方法

	 お願い ●技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合
わせください。

1	不着火になった原因を取り除き、処置する
➡64ページ「8-2　表示から調べる」参照参照

2	リセットボタンを押す

■�運転を再開し、燃焼安全制御装置が働かないことを確認できたら、操作は完了です。	
原因を取り除いても燃焼安全装置が働く場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお
問い合わせください。

10	 安全装置
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10-2　対震自動消火装置

機能
震度5以上の地震や強い振動、衝撃を受けたとき、対震自動消火装置が作動して燃焼を停止します。
対震自動消火装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。液晶画面に
は［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法

	 お願い ●技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合
わせください。

図は、ネポンの対震自動消火装置（感震器BES-100）を例に記載しています。装置が変わっても次の手
順で行なってください。

1	機器や機器周辺に異常がないことを確認する
ハウスカオンキや燃料配管、煙突などに損傷や異常がな
いことを確認します。
対震自動消火装置の水準器を確認し、傾きが出ていない
か確認してください。

2	対震自動消火装置を復帰する
対震自動消火装置の取扱説明書をご確認ください。
ネポンの対震自動消火装置をご使用の場合、リセットスイ
ッチをゆっくり上げます。復帰すると、感震灯（赤）が消
灯します。

■�対震自動消火装置を復帰すると、ハウスカオンキのランプ・エラー表示は自動的にリセットされ、運転が再
開します。

10-3　過熱防止装置

機能
ハウスカオンキ本体の表面温度が異常に上昇したとき、過熱防止装置が作動して自動的に燃焼を停止します。
過熱防止装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。	
液晶画面には［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法
本体の表面温度が安全な温度まで下がると、自動で復帰し運転が再開されます。表面温度が下がるまで、し
ばらくお待ちください。	
しばらく待っても運転が再開されない場合は、停止ボタンを押し、お買い上げの販売店またはお近くのネポン
営業所にお問い合わせください。

庁

防消

京
東 感

震 装
置

感
震
灯

証

リセット
スイッチ

感震灯

水準器
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10-4　�ヒンジ安全スイッチ

機能
バーナーヒンジが開いているとき、ヒンジ安全スイッチが作動して燃焼させることができません。
ヒンジ安全スイッチが働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。液晶画面
には［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法

1�停止ボタンを押し、電源スイッチを切る

2�バーナーヒンジを閉める
配線を挟まないようにバーナーヒンジを閉めた後、
燃焼ガスが漏れないようにアイナットをしっかりと
締め付けてください。

注意

アイナットは、燃焼ガスが漏れないように締め付ける
燃焼ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面

ボルト面
ヒンジ安全スイッチは火災を防止する装置であり、燃焼ガス漏れを防止する装置で
はありません。

3�電源スイッチを入れ、ランプ・エラー表示が消えたことを確認する
◎バーナーヒンジが閉まると、ハウスカオンキのランプ・エラー表示は自動的にリセットされます。

アイナット
バーナーヒンジ



https://www.nepon.co.jp/

　保証とアフターサービス
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

〒243-0215　神奈川県厚木市上古沢411番地

URL：https://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。�
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止

　定期点検

注意 定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、安全にお使いいただくために、定期点検（有料）をお受けください。�
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

	■この製品に関するサービスについては、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

ネポン製品に関するお問い合わせは

ネポンお問い合わせホームページ

☎（046）247ー3195 月曜日～金曜日　9：00～17：00カスタマーセンター

お買い上げの販売店 お近くのネポン営業所または


